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学
祖
・
松
本
生
太
先
生
が
鎌
倉
女
子
大
学

の
礎
を
築
か
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

七
〇
年
の
年
回
り
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

日
本
は
、
戦
争
の
惨
禍
、
戦
後
の
荒
廃
と
復

興
、
経
済
の
成
長
、
文
明
の
爛
熟
と
精
神
の

退
廃
、
思
い
が
け
な
い
大
震
災
と
原
発
事
故

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
経
験
し
、
学
園

も
ま
た
、
決
し
て
順
風
満
帆
な
時
代
だ
け
を

送
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
学
園
の
発
展
の
中
で

穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す

こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
し
ま
す
。

併
せ
て
、
和
敬
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
、
母

校
へ
の
ご
支
援
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
度
は
、
創
設
以
来
最
も
多
く

の
在
籍
者
数
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
出
来
る
見

込
み
で
す
。

　

七
〇
周
年
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
殊
更
何
か

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
い
つ
も
心
に
留
め
な

が
ら
法
人
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
は
、
創
設

者
が
掲
げ
た
建
学
の
精
神
と
、
そ
の
時
代
時

代
を
担
っ
た
教
職
員
・
学
生
・
生
徒
・
児
童
・

園
児
、
そ
し
て
保
護
者
の
方
々
が
大
事
に
継

承
し
て
き
た
教
育
の
伝
統
を
各
自
が
率
先
垂

範
し
、
次
の
世
代
に
伝
え
わ
た
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
私
た
ち

の
自
律
的
な
覚
悟
と
い
っ
た
こ
と
に
止
ま
ら

ず
、
大
学
の
外
部
認
証
評
価
が
厳
し
く
求
め

ら
れ
て
い
る
今
日
、
私
た
ち
が
心
し
て
問
い

直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
義
務
と
も
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

中
央
教
育
審
議
会
も
、
大
学
全
体
及
び
各

学
部
・
学
科
単
位
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

（
学
位
授
与
の
方
針
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ

シ
ー
（
教
育
課
程
の
内
容
・
方
法
の
方
針
）、

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
の
受

け
入
れ
の
方
針
）
を
整
備
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
ど
こ
の
大

学
に
お
い
て
も
、
建
学
の
精
神
が
大
学
の
基

本
方
針
、
各
学
部
・
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
編
成
方
針
、
そ
れ
に
相
応
し
い
入
学
選
考

の
方
針
に
具
現
化
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
外
部
の
公
的
機
関
が
国

公
私
立
に
わ
た
る
日
本
の
全
大
学
の
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
を
制
作
し
、
公
開
す
る
計
画
も
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
時
代

で
す
か
ら
、
法
人
と
し
て
も
、
和
敬
会
会
長

以
下
事
務
局
各
位
に
対
し
ま
し
て
一
層
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
が
あ
る
わ
け
で

す
。

　

昨
年
度
は
、
七
月
に
待
望
の
学
術
研
究
棟

が
竣
工
し
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に
も
一

層
の
広
が
り
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
船

キ
ャ
ン
パ
ス
東
山
の
北
側
に
建
ち
上
が
っ
た

六
階
建
て
の
新
棟
の
中
に
は
、　

八
一
の
個

人
研
究
室
（
平
均
二
二
㎡
）、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ジ
、
学
術
研
究
所
事
務
局
及
び
会

議
室
、
複
数
の
学
会
事
務
局
、
非
常
勤
講
師

控
室
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
大
船
キ
ャ
ン

パ
ス
と
い
う
素
晴
ら
し
い
器
に
恵
ま
れ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
が
経
過
し
、
大
学
院
や

学
部
・
学
科
の
新
設
や
教
育
研
究
内
容
の
充

実
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
内
容

の
充
実
を
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る

八
〇
周
年
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

⃝
�

1
9
4
3（
昭
和
18
年
１
月
）
神
奈
川
県
最
初
の
女
子
専

門
学
校
と
し
て
、
京
浜
女
子
家
政
理
学
専
門
学
校
を
設
立

⃝�

1
9
4
5（
昭
和
20
年
５
月
）
爆
撃
に
よ
り
校
舎
全
焼

⃝�

1
9
4
6（
昭
和
21
年
１
月
）
鎌
倉
市
岩
瀬
の
現
在
地

に
新
た
な
学
園
再
建
の
一
歩
を
し
る
す

⃝�

１
９
４
８（
昭
和
23
年
３
月
）
京
浜
女
子
家
政
理
学
専

門
学
校
附
属
中
学
校
を
設
置

⃝�

1
9
5
0（
昭
和
25
年
３
月
）
学
制
改
革
に
伴
い
、
京

浜
女
子
家
政
理
学
専
門
学
校
は
、
京
浜
女
子
短
期
大
学

（
家
政
科
・
保
健
科
）
に
移
行　

附
属
高
等
学
校
、
附

属
幼
稚
園
を
設
置　

京
浜
女
子
短
期
大
学
附
属
中
学
校

と
名
称
を
変
更

⃝�

1
9
5
1（
昭
和
26
年
３
月
）
京
浜
女
子
短
期
大
学
附

属
小
学
校
を
設
置

⃝�

1
9
5
7（
昭
和
32
年
３
月
）
京
浜
女
子
短
期
大
学
に

初
等
教
育
科
を
増
設
（
保
健
科
を
家
政
科
に
統
合
）

⃝�

1
9
5
9（
昭
和
34
年
１
月
）
京
浜
女
子
大
学
家
政
学

部
家
政
学
科
を
設
置

⃝�

1
9
6
2（
昭
和
37
年
３
月
）
京
浜
女
子
大
学
短
期
大

学
部
に
初
等
教
育
科
第
２
部
を
増
設

⃝�

1
9
6
4（
昭
和
39
年
１
月
）
京
浜
女
子
大
学
家
政
学

部
に
児
童
学
科
を
増
設

⃝�

１
９
６
８
（
昭
和
43
年
10
月
）
松
本
講
堂
を
竣
工

⃝�

1
9
8
0（
昭
和
55
年
10
月
）
学
祖
松
本
生
太　

生
誕

1
0
0
年
記
念
式
典
を
挙
行

⃝�

1
9
9
3（
平
成
５
年
11
月
）
創
立
50
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

⃝�

1
9
9
5（
平
成
７
年
１
月
）
二
階
堂
学
舎
を
竣
工

⃝�

1
9
9
7（
平
成
９
年
１
月
）
山
ノ
内
学
舎
を
取
得

⃝�

1
9
9
9（
平
成
11
年
12
月
）
鎌
倉
市
大
船
に
新
キ
ャ

ン
パ
ス
用
地
を
取
得

⃝�

２
０
０
０（
平
成
12
年
12
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
短
期
大

学
部
に
専
攻
科
を
設
置

⃝�

２
０
０
１（
平
成
13
年
８
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
に
児
童

学
部
（
児
童
学
科
・
子
ど
も
心
理
学
部
）
を
増
設

⃝�

２
０
０
２（
平
成
14
年
７
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
家
政
学

部
を
改
組
し
、
家
政
学
科
・
管
理
栄
養
学
科
を
設
置

⃝�

2
0
0
3（
平
成
15
年
４
月
）
大
船
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

記
念
式
典
を
挙
行

⃝�

２
０
０
４（
平
成
16
年
７
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
家
政
学

部
に
家
政
保
健
学
科
を
設
置
（
家
政
学
科
を
改
組
）

⃝�

２
０
０
５（
平
成
17
年
12
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
大
学
院

児
童
学
研
究
科
児
童
学
専
攻
を
設
置

⃝�

２
０
０
６（
平
成
18
年
９
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
児
童
学

部
に
教
育
学
科
を
設
置

⃝�

２
０
０
８（
平
成
20
年
６
月
）
鎌
倉
女
子
大
学
に
教
育

学
部
を
増
設
。
鎌
倉
女
子
大
学
教
育
学
部
に
教
育
学
科

を
設
置

⃝�

2
0
1
2（
平
成
24
年
７
月
）
学
術
研
究
棟
を
竣
工

七
〇
周
年
に
あ
た
っ
て

学
校
法
人
　
鎌
倉
女
子
大
学

福 

井
　
一 

光

理
事
長

学生・教員ラウンジ

学術研究棟

鎌倉女子大学のあゆみ
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ご
縁
を
い
た
だ
い
て
教
壇
に
立
た
せ
て
い

た
だ
い
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
昭
和
五

十
八
年
の
三
十
年
間
、
こ
の
間
学
内
外
の

様
々
を
経
験
し
教
え
ら
れ
た
事
々
が
今
日
の

私
の
支
え
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　

学
内
行
事
を
初
め
ク
ラ
ブ
活
動
、
徒
歩
旅

行
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
海
外
遠
征
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
を
積
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

退
職
後
早
や
三
十
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
知
り
得
た
知
識
経
験
を
元
に
自
坊
に
あ
っ

て
は
寺
門
興
隆
、
檀
信
徒
の
教
化
、
又
地
域

社
会
に
於
て
は
宗
派
内
の
行
政
、
県
、
市
仏

教
会
の
理
事
等
を
、
更
に
特
養
ホ
ー
ム
理
事

な
ど
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
。

又
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
会
長
、
幹

事
な
ど
歴
任
し
現
在
横
浜
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

の
一
員
と
し
て
社
会
奉
仕
活
動
を
は
じ
め

種
々
な
奉
仕
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
G
・
S
・
E
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
外
国
か
ら
の
職
業
奉
仕
活
動
の
人
々
、
交

換
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
も
二
十
年
近
く

受
入
れ
国
際
奉
仕
の
一
翼
を
に
な
っ
て
居
り

ま
す
。

　

昨
年
の
東
北
大
震
災
の
復
興
支
援
の
一
端

と
し
て
十
数
回
、
本
年
度
は
三
回
に
亘
り
宮

古
、　

釜
石
、
大
船
渡
、
気
仙
沼
、
石
巻
な

ど
災
害
地
の
慰
問
、
救
援
物
資
の
お
届
け
な

ど
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
息
の
長
い
奉

仕
を
続
け
た
い
と
念
願
し
て
居
り
ま
す
。

そ
れ
も
こ
れ
も
三
十
年
間
の
学
園
で
つ
ち
か

わ
れ
た
知
識
経
験
が
元
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

お
蔭
様
で
足
腰
の
痛
み
も
な
く
日
々
活
躍
で

き
る
事
に
感
謝
す
る
日
々
で
す
。

　

和
敬
会
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

季
節
が
め
ぐ
り
、
時
が
過
ぎ

　

心
に
残
る　

あ
の
日　

あ
の
人 

―
―

　

い
つ
ま
で
も
忘
れ
た
く
な
い
出
来
事
が

　

私
た
ち
を
つ
な
ぎ

　

あ
た
た
か
く　

励
ま
し
て
く
れ
る

　

今
年
の
一
月
に
、
鎌
倉
女
子
大
学
は

「
七
〇
周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
内
閣
府
が

定
義
づ
け
て
い
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
」
を

送
る
同
窓
生
の
皆
様
の
、
若
き
日
々
と
多
く

の
夢
が
詰
ま
っ
て
い
る
七
十
年
―
―
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
て
、

「
豊
か
に
時
を
過
ご
す
」
た
め
に
は
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
大
切
な
「
学
び
」
―
―
そ
の

取
り
組
み
方
は
何
よ
り
も
自
分
が「
楽
し
い
」

「
面
白
い
」
と
思
わ
な
け
れ
ば
長
続
き
し
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は「
学
び
」

を
通
し
て
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
、
心
が

豊
か
に
な
り
、
ま
た
、
仲
間
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
「
学
び
」
を
続
け
る
に
は
、
毎
回
、
成
果

を
期
待
せ
ず
、
の
ん
び
り
取
り
組
む
こ
と
も

お
勧
め
し
ま
す
。
早
く
上
手
に
な
ろ
う
と
あ

せ
ら
ず
、
自
然
に
上
手
に
な
れ
ば
良
い
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
上
達

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

長
生
き
す
る
こ
と
が
肝
心
な
の
で
す
。

　
「
学
び
」
の
醍
醐
味
は
、
日
常
に
変
化
が

生
ま
れ
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
「
豊
か
に
自
分
の
時
を
過
ご
す
」

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
…

今
年
も
ま
た
「
和
敬
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け

す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

回
を
重
ね
て
も
う
「
十
五
号
」
！

　

思
い
出
を
振
り
返
り

　

未
来
に
希
望
を
託
す

そ
ん
な
今
回
の
「
和
敬
会
だ
よ
り
」
で
す
。

　

心
の
窓
を
大
き
く
開
け
て
、
さ
わ
や
か
な

風
を
い
っ
ぱ
い
と
り
入
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

お
読
み
く
だ
さ
い
。

豊
か
に
時
を
過
ご
す

八
十
路
と
な
っ
て

和
敬
会
　
会
長

浄
念
寺
　
住
職

金
子
　
小
夜
美

橋
下
　
賢
明



4

　

長
い
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私

は
8
の
つ
く
年
齢
に
起
こ
っ
た
出
来
事
が
、

何
故
か
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま

す
。
私
の
年
齢
は
昭
和
の
年
号
と
ほ
ぼ
同
じ

な
の
で
す
が
。

�
25
歳
で
結
婚
し
て
学
祖
夫
妻
、
義

兄
夫
婦
と
賑
や
か
に
過
ご
し
た
磯

子
の
山
の
家
か
ら
、
親
子
3
人
鎌

倉
岩
瀬
へ
引
っ
越
し
て
き
た
の
が

昭
和
28
年
4
月
1
日
。主
人
は「
母

は
き
れ
い
好
き
で
許
し
て
く
れ
な

か
っ
た
が
晴
れ
て
一
家
の
主
人
と

な
り
、
堂
々
と
威
張
っ
て
犬
が
飼

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
豪
語
。

犬
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
マ
イ
ペ
ー

ス
。
こ
の
年
の
12
月
16
日
家
族
4

人
に
な
っ
た
。

�

昭
和
38
年
、
京
浜
女
子
大
学
合
唱

団
発
足
。
団
長
は
松
本
尚
、
張
り

切
る
蓑
田
先
生
と
私
。

�

苦
節
10
年
、
岡
山
で
行
わ
れ
た
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

　

皆
様
、
ご
機
嫌
よ
く
お
過
ご
し
の
事
と
存

じ
ま
す
。
こ
う
し
て
久
し
ぶ
り
に
お
便
り
の

で
き
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

い
の
深
い
岩
瀬
の
家
を
取
り
壊
し
、
大
船

近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
り
、
翌
15
年
4

月
19
日
、
大
船
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
記
念
式

典
を
行
う
。

�

平
成
24
年
、
88
歳
の
終
着
駅
に
欲
張
り
で

す
が
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
。
平
成
25
年

12
月
8
日
第
50
回
の
合
唱
団
定
期
演
奏
会

を
見
届
け
聞
き
届
け
、
団
長
、
磯
部
、
蓑

田
両
先
生
に
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

現
在
の
私
は
足
が
弱
く
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
大
丈
夫
。
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　

大
船
キ
ャ
ン
パ
ス
は
10
年
の
歴
史
を
育
み

学
術
研
究
棟
が
完
成
、
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
は

季
節
の
花
が
優
し
く
皆
様
を
お
迎
え
し
ま

す
。
お
目
に
か
か
れ
る
時
を
楽
し
み
に
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�

そ
し
て
10
年
、
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
合

唱
団
に
イ
タ
リ
ア
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
音
楽
協

会
か
ら
招
待
状
が
届
き
、
コ
ン
ク
ー
ル
に

学
生
40
名
が
参
加
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
美
し

く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
素
晴
ら
し
い
と
特
別

賞
を
頂
き
、
大
成
功
。
成
田
で
出
迎
え
て

く
れ
た
主
人
の
満
足
な
笑
顔
を
忘
れ
る
こ

と
が
出
来
な
い
。

�

平
成
4
年
の
秋
、
尚
75
歳
、
た
く
さ
ん
の

思
い
を
残
し
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
68
歳
の

私
は
悲
し
む
い
と
ま
も
な
く
、
難
問
題
に

眠
れ
ぬ
夜
も
…
時
を
経
て
、
平
成
11
年
、

主
人
7
回
目
の
命
日
、
松
竹
と
の
土
地
譲

渡
の
基
本
合
意
が
整
い
、
新
聞
発
表
。

�

平
成
14
年
、
78
歳
。
半
世
紀
住
み
慣
れ
思

米
寿
に
よ
せ
て

学
園
主
　
松
本
　
紀
子

H24.2.11 松本紀子先生の米寿をお祝いする会
（ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル）

H24.3.13 幼稚部 修了証書授与式
（大船キャンパス アリーナ棟 多目的ホール）

H24.9.29 「音楽の森」
（岩瀬キャンパス 松本講堂）

H23.10.1 「音楽の森」
（大船キャンパス 教室棟 大講義室）

で
銀
賞
受
賞
。
松
本
生
太
、
千
枝
子
先
生

の
墓
前
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
て
感
謝
を
。
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話をしてくれた人
家政保健学科　森山千尋さん
　　　　　　　吉田春香さん

⃝華ちらし寿し
⃝小鯵の香草焼
⃝鶏の唐揚げ甘酢あんかけ
⃝しらす炒め
⃝中華山くらげ
⃝�鎌倉地野菜のディップソー
ス添え

⃝梅ゼリー⃝抹茶のケーキ

⃝�紅葉きのこごはん⃝鯵とス
モークサーモンの押寿し

⃝�れんこんと豆腐の照り焼き
風⃝鎌倉グラタン

⃝�鶏の塩麹秋色揚げ⃝海老と
野菜の塩だれ和え

⃝人参とごぼうのきんぴら
⃝かぼちゃサラダ
⃝ほっこりすぃーとぽてと
⃝抹茶フルーツあんみつ

⃝山の幸飯⃝からっと揚げ
⃝地場産小松菜の胡麻和え
⃝�厚揚げの中華あん⃝ぷっち
まめマリネ

⃝秋のかわり煮物
⃝ピリ辛ヘルシーちゃぷちぇ
⃝なめらかパンプキンプリン
⃝林檎のコンポート

かまくら旬菜べんとう かまくら旬祭べんとう かまくら旬彩べんとう
　

さ
す
が
に
、
食
に
関
す
る
意
識
が
高
い
。

大
船
軒
と
共
同
で
駅
弁
を
開
発
し
た
学
生

は
、
家
政
保
健
学
科
、
調
理
と
食
文
化
ゼ
ミ

所
属
の
５
名
で
あ
る
。
家
庭
料
理
技
能
検
定

に
挑
戦
す
る
な
ど
、
知
識
だ
け
で
な
く
技
術

も
確
か
で
あ
る
。
大
船
軒
と
の
コ
ラ
ボ
駅
弁

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　

開
発
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
若
い
女
性
、
季

節
感
、
地
産
地
消
で
あ
る
。
１
回
目
は
「
あ

じ
さ
い
」、
２
回
目
は
「
行
楽
」、
３
回
目
は

「
精
進
料
理
」
と
鎌
倉
ら
し
い
テ
ー
マ
で
あ

る
。
駅
弁
の
定
番
で
あ
る
煮
物
・
揚
げ
物
以

外
の
調
理
法
を
意
識
し
、
鎌
倉
野
菜
や
鎌
倉

ハ
ム
と
い
っ
た
地
元
食
材
に
も
こ
だ
わ
っ

た
。
ま
た
、
話
題
の
塩
麹
を
使
っ
た
料
理
が

あ
る
か
と
思
え
ば
、
大
船
軒
の
代
名
詞
と
も

い
え
る
「
鯵
の
押
寿
し
」
を
取
り
入
れ
、
伝

統
の
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
試
み
た
。

　

発
売
さ
れ
た
も
の
は
、
盛
り
つ
け
の
華
や

か
さ
や
野
菜
の
う
ま
さ
、
味
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
好
評
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
友
人
に
感

想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、酢
飯
が
馴
染
め
な
い
、

満
腹
感
が
な
い
な
ど
き
び
し
い
評
価
も
受
け

た
と
い
う
。

　
「
ス
ー
パ
ー
で
は
低
価
格
の
弁
当
が
売
ら

れ
て
い
る
が
、
駅
弁
は
千
円
程
度
が
主
流
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
金
額
を
払
っ
て
で
も
食

べ
た
い
と
思
う
弁
当
を
作
り
た
い
。」
と
、

き
び
し
い
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
製
作
の
意

欲
と
し
て
い
る
。

　
「
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
駅
弁
は
出
来

立
て
を
食
べ
る
の
で
は
な
い
、
冷
え
て
か
ら

も
美
味
し
い
こ
と
。
ま
た
、
細
菌
が
発
生
し

や
す
い
も
の
、
水
分
が
多
い
も
の
の
扱
い
な

ど
、
お
い
し
さ
と
安
全
性
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。」
と
商
品
化

す
る
た
め
の
苦
労
も
こ
の
弁
当
で
味
わ
っ
た
。

駅
弁
を
つ
く
り
ま
し
た

�
～
大
船
軒
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
～

親
子
で
楽
し
む
♪
あ
そ
び
の
大
学

�

～
か
ま
く
ら
マ
マ
＆
パ
パ
，Ｓ
カ
レ
ッ
ジ

　

鎌
倉
女
子
大
学
、
か
ま
く
ら
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
懇
談
会
、
鎌
倉
市
の
三
者
協
働
に
よ
る
企
画
と
し

て
、
平
成
18
年
10
月
に
第
1
回
か
ま
く
ら
マ
マ
＆
パ

パ
’Ｓ
カ
レ
ッ
ジ
特
別
企
画
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で

7
回
目
を
迎
え
た
。

◇�

◇�

◇

　

こ
の
中
心
は
、
児
童
学
科
１
年
か
ら
３
年

の
有
志
、
約
２
０
０
名
の
学
生
で
あ
る
。

　

話
を
し
て
く
れ
た
２
年
生
５
名
は
、
卒
業

後
に
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
目
指
し
て
お

り
、〝
子
ど
も
〟
だ
け
で
な
く
〝
親
子
〟
を

知
る
良
い
機
会
を
得
た
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
持
ち
場
で
、
ど
の
よ
う
に
接
す
れ

ば
気
持
ち
よ
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
か
を
真
剣
に
考
え
臨
ん

だ
。
開
催
日
は
気
温
が
低
く
室
内
企
画
に
人

が
集
ま
っ
た
こ
と
、
新
し
く
取
り
入
れ
た
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
予
想
外
の
と
こ
ろ
で
人
気

を
得
た
こ
と
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
改
善
点

を
探
る
姿
勢
も
頼
も
し
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
企
画
を
実
施
す
る

た
め
の
準
備
は
大
変
な
も
の
で
、
授
業
の
合

間
を
縫
っ
て
時
間
を
つ
く
り
、
作
業
を
進
め

た
。
子
ど
も
が
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
て
い
る
半
面
、
危
険
は
な
い
か
、
楽
し

ん
で
く
れ
る
か
と
い
っ
た
不
安
も
大
き
い
。

先
輩
の
話
を
も
と
に
計
画
を
練
り
、
教
員
に

相
談
し
作
り
上
げ
た
企
画
は
、
参
加
者
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
企
画
を
通
し
て
、
学
生
は
先
輩
が
築

い
た
信
頼
を
継
承
し
、
保
育
者
と
し
て
の
力

を
培
い
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を

学
ん
で
い
る
。

話をしてくれた人
児童学科　林亜矢子さん
　　　　　本田祥子さん
　　　　　中山朋美さん
　　　　　山本あづささん
　　　　　重盛晴香さん
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成
平

車
発
号
３

　

　

学
大
子
女
倉
鎌

　

会
敬
和

　

さ
き
書
大
と

　

み
の
と
生
窓
同
だ
ん
学
に
学
大
子
女
倉
鎌
?

も
ど
れ
け
う
違
そ
こ
期
時
?
?
戚
親
は
私
と

　

さ
示
展
が
の
も
い
な
け
か
も
い
思
に
場
会

秋
の
潟
新

　

?
す
で
う
そ
だ
策
対
の
時
雪
降
?
道
い
広
の
幅

て
え
迎
出
で
ま
駅
条
三
燕

神
彦
弥
は
の
た
い
着
で
車

集
が
員
会
の
名
数
に
で
す

い
て
め
進
を
備
準
つ
つ
し

　

が
顔
び
ろ
こ
ほ
れ
ら
め
温

き
咲
が
花
に
告
報
状
現
は

が
方
る
い
て
い
つ
に
職
教

ら
ま
ど
と
に
事
の
人
個

― 地 方 支 部 ・ 支 部 長 ―

北 海 道 支 部  

東北支部（準備中）　　　　和敬会事務局までご連絡ください

信 越 支 部  

北 陸 支 部  

東 海 支 部 1 9

関 西 支 部  

 

九 州 支 部  

沖 縄 支 部  

菊
と
薇
薔

原
菅

　

子
憲

会
敬
和

　

長
局
務
事

て
ね
尋
を
部
支
越
信
と
州
九

　　

に
右
左
の
段
階
の
社
神
く
敷
り
散
の
葉
紅

展
の
菊
の
え
植
鉢
た
て
育
が
生
学
小
の
元
地

　

紅
の
桜
?
た
い
敷
り
散
に
庭
の
館
会
敬
和
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以上収支決算について公正、妥当であると認め、
相違ないことを報告いたします。
� 平成24年９月７日

監事

監事

平成23年度　和敬会収支決算書
収入の部

費　目 金　額

同 窓 会 費 6,539,500

預 金 利 子 1,473

雑 収 入 2,500

前年度繰越金 10,430,272

合　計 16,973,745

支出の部

費　目 金　額

事業費
和敬会便り出版費 4,535,616

支 部 費 311,375

運 営 費 928,603

事 務 費 124,000

設 備・備品費 0

通 信・連絡費 44,065

消 耗 品 費 28,578

会 館 準 備 費 5,000,000

総 会 準 備 費 500,000

慶 弔 費 16,150

そ の 他 5,000

支 出 合 計 11,493,387

繰 越 金 5,480,358

合　計 16,973,745

訃
　
報

神
　
戸
　
　
　　

正
　
先
生

　
　
食
料
経
済
　
ご
担
当�

　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
九
日�

ご
逝
去

堤
　
　
　
　
敏
　
子
　
先
生

　
　
体
育
（
な
ぎ
な
た
）
ご
担
当�

　
　
平
成
二
十
五
年
一
月
十
日�

ご
逝
去

増
　
田
　
　
　
　
稔
　
先
生

　
　
小
児
保
健
　
ご
担
当�

　
　
平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日�

ご
逝
去

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　「
喫 

茶 

去
」

�

大
阪
市
　
　
田
倉
　
幸
子

　

和
敬
会
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

和
敬
会
関
西
支
部
立
ち
上
げ
に
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
上
田
淑
子
さ
ん
よ
り
、
平
成

17
年
に
お
申
し
出
が
あ
り
、
末
岡
定
さ
ん
と

私
で
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
名
ば
か
り
の
関
西
支
部
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
10
月

に
総
会
・
支
部
長
会
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、

二
人
で
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
大
船
駅
に
降
り
立
つ
こ
と
も
な

く
、
久
方
ぶ
り
に
母
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し

た
。
学
舎
も
新
し
く
建
て
か
わ
り
、
全
て
が

様
変
わ
り
し
て
驚
き
、
改
め
て
時
の
経
過
を

感
じ
ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
同
じ
学
舎
で
青
春
を
過
ご
し
、

又
、
時
を
同
じ
く
し
て
関
西
地
域
に
居
を
構

え
て
い
ま
す
会
員
の
方
々
と
「
喫
茶
去
」（
一

緒
に
お
茶
で
も
）
の
こ
こ
ろ
で
集
い
会
え
れ

支
部
だ
よ
り

関
西
支
部

第
二
回

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
「
織
」
を
は
じ
め

て
十
年
程
に
な
り
ま
す
。
た
て
糸
・
よ
こ
糸

の
組
合
わ
せ
に
思
い
が
け
な
い
素
敵
な
柄
、

色
合
い
に
、
仕
上
が
っ
て
い
く
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。
又
、
糸
を
染
め
る
折
に
は

自
然
か
ら
の
色
を
い
た
だ
き
、
思
い
も
か
け

な
い
色
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
感
動
を
覚
え

ま
す
。
こ
の
織
の
よ
う
に
関
西
支
部
の
会
員

同
士
が
出
会
い
を
広
げ
、
楽
し
く
集
う
こ
と

が
で
き
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
秋
に
は
関
西
支
部
の
総
会
を
開
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
節
は
ど
う
ぞ
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

関
西
支
部
よ
り
現
況
報
告
（
た
よ
り
）
で

す
。

　皆様の会館ですので、ご利用なさる際はご相談に応じます。
●曜　日　��月曜日～金曜日（土・日についてもご希望の

際は、ご相談下さい）
●時　間　午前10時～午後４時
●料　金　1人100円（当日徴収させて頂きます）
●食　事　持ち込み可能です。
●�申し込み方法　日時、人数、代表者氏名、住所、電話
番号を記載の上、葉書にて下記へお申し込み下さい。

〒247─8511　鎌倉市岩瀬1420　鎌倉女子大学　和敬会
※おねがい…�電話での申し込み、問い合わせは間違いが

おこりやすいので文書でお願いいたします。

和敬会会館ご利用について



第18回鎌倉女子大学学園祭

鎌倉女子大学
大学院 短期大学部

〒247-8512　鎌倉市大船6丁目1番3号　TEL.0467-44-2111（代表） JR「大船駅」下車、徒歩8分

高 等 部 中 等 部
〒247-8511　鎌倉市岩瀬1420　TEL.0467-44-2200（代表） JR「大船駅」下車、バス約10分

幼 稚 部初 等 部

大船キャンパス

岩瀬キャンパス

大学　家政学部　児童学部　教育学部

岩瀬キャンパス　11月３日㈯・４日㈰
大船キャンパス　11月10日㈯・11日㈰


